
 

 

様	
 式	
 Ｃ‐７‐１	
 	
 
	
 
	
 

平成２２年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書)	
 
	
 
	
 

1.	
 機	
 関	
 番	
 号	
 １	
 ４	
 ６	
 ０	
 ３	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 2.	
 研究機関名	
 	
 奈良先端科学技術大学院大学	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

3.	
 研	
 究	
 種	
 目	
 名	
 	
 	
 	
 挑戦的萌芽研究	
 	
 	
 	
 	
 	
 4.	
 研究期間	
 	
 	
 	
 	
 	
 平	
 成	
 ２１	
 年	
 度	
 	
 ～	
 	
 平	
 成	
 ２２	
 年	
 度	
 

	
 

5.	
 課	
 題	
 番	
 号	
 ２  １  ６  ５  １  ０  ９  ７  
	
 

6.	
 研	
 究	
 課	
 題	
 名	
 超音波とラジオ波を用いる水溶性フラーレンによる新規深部癌治療薬の開発	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

7.	
 研	
 究	
 代	
 表	
 者	
 

研	
 究	
 者	
 番	
 号 研 究 代 表 者 名 所	
  属	
  部	
  局 	
 名 職	
   名 
イケダ	
 アツシ	
 

９  ０  ２  ７  ４  ５  ０  ５  
池田	
 篤志	
 

物質創成科学研究科	
 准教授	
 

8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。)	
 

研	
 究	
 者	
 番	
 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職	
   名 
	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 
	
 	
 	
 	
 

	
 	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 

	
 	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 

	
 	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 

	
 	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 

	
 

9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

我々が開発した交換反応法により高濃度でC60を取り込んだC60含有リポソームの作製に成功した

。このC60含有リポソームに可視光を照射することで、活性酸素を発生しがん細胞を死滅すること

が可能なことから光線力学治療法への応用が期待される。しかし、光線力学治療法では可視光を利

用するため、表層がん治療には有効であるが、深部がんには働かない。そこで、本課題では、この

C60含有リポソームに、可視光に変え、より深部まで照射することが可能なラジオ波、超音波もし

くは電磁波を照射することで、深部がんにも有効ながん治療法の開発を目指した。しかし、昨年度

はラジオ波のパワーが小さく温度変化が確認できなかったことから、温熱療法（ハイパーサーミア

）への応用が難しかった。 
本年度は電磁波を照射することによる温度上昇の検討を行った。フラーレンを含むリポソーム水

溶液と含まないリポソーム水溶液をそれぞれ準備し、電子レンジを用いて電磁波照射時間に依存し

た温度変化を測定した。その結果、フラーレンの有無により、温度変化に若干の差があるものの、

大きな差がないことが確認された。従って、電子レンジとフラーレンを利用したハイパーサーミア

への利用は難しいことがわかった。今後は、電磁波の波長を変えられる電磁波の発生装置を用いて

検討を行う。また、ラジオ波の利用に向け、病院などでハイパーサーミア治療において実際に用い

られているようなさらに強いラジオ波を発生可能な装置を探し、共同研究として検討を行う必要が

ある。 
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